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研究成果公開促進費（研究成果公開発表(C)）計画調書

シンポジウム・
国際会議等名

青少年・一般社

たシンポジウム

計画年数

（ 日間）

会人を対象とし

等の有無

参加予定者総数 人

うち外国人参加

人の参加国数）
予定者数（外国 人（ か国）

〒

（漢字等）

（フリガナ）

主催団体名

代表者職名

代表者氏名

主催団体所在地

事務連絡先
（氏名）

（職名）

（日本語）

（英語）

会場名

開催予定日

開催地

XXXX年XX月XX日（　） からYYYY年YY月YY日（　）まで

年

令和XX年XX月XX日X 版

（番号）区分内番号
審査区分・ 審査区分 区分内番号

令和3(2021)年度
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様式Ｓ－５１－２ 計画調書（添付ファイル項目） 

研究成果公開発表（Ｃ）1 
１ 国際シンポジウム・国際会議等開催の目的 

本欄には、国際シンポジウム・国際会議等開催の目的、意義及び国際的活動における本国際シンポジウム等の位置付け、

本国際シンポジウム等を開催することになった経緯を簡潔に記述すること。 

※１頁以内で記述すること。 
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様式Ｓ－５１－２ 計画調書（添付ファイル項目） 

研究成果公開発表（Ｃ）2 
２ 国際シンポジウム・国際会議等の概要 

本欄には、国際シンポジウム・国際会議等が、我が国と世界の研究者に研究交流の場を提供するテーマ・内容であること

が具体的にわかるように記述すること。 

※１頁以内で記述すること。 
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様式Ｓ－５１－２ 計画調書（添付ファイル項目） 

研究成果公開発表（Ｃ）3 
３ 国際シンポジウム・国際会議等のプログラム内容 

本欄には、１日目、２日目等それぞれ具体的なプログラム内容を記述し、演者が決まっている場合には、演者名も記述す

ること（挨拶、休憩等は不要）。 

※１頁以内で記述すること。 
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様式Ｓ－５１－２ 計画調書（添付ファイル項目） 

研究成果公開発表（Ｃ）4 
４ 国際シンポジウム・国際会議等における外国人演者の氏名及び主な業績 

本欄には、今回応募する本国際シンポジウム・国際会議等での外国人演者の氏名・所属・職名・主な業績を記述すること。 

※１頁以内で記述すること。 
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様式Ｓ－５１－２ 計画調書（添付ファイル項目） 

研究成果公開発表（Ｃ）5 
５ 国際シンポジウム・国際会議等開催の準備状況 

本欄には、応募時点での準備状況を記述すること。 

※１頁以内で記述すること。 
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様式Ｓ－５１－２ 計画調書（添付ファイル項目） 

研究成果公開発表（Ｃ）6 
６ 共催の有無について 

本欄には、今回応募する本国際シンポジウム・国際会議等を共催で開催する場合の、共催する団体名及び組織名と本国際

シンポジウム・国際会議等における役割・位置付けを具体的に記述すること。共催ではない場合は、「該当なし」と記述する

こと。 
なお、本科研費は、応募学会等が主体となって開催するものを対象としています。 

※１頁以内で記述すること。 
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様式Ｓ－５１－２ 計画調書（添付ファイル項目） 

研究成果公開発表（Ｃ）7 
７ 学会の国際的活動 

本欄には、学会の国際的活動を具体的に記述すること。 

※１頁以内で記述すること。 
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（金額単位：千円）

会場借料

事項 金額

消耗品費

事項 金額

招へい旅費

事項 金額

必要性・

その他

事項 金額

人件費・謝金

事項 金額

妥当性等

必要性・
妥当性等

必要性・
妥当性等

必要性・
妥当性等

必要性・
妥当性等

応募経費

1年目経費 (千円)
費目別内訳(千円)

会場借料 消耗品費 人件費・謝金 その他
応募経費

招へい旅費
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応募経費

2年目経費 (千円)
費目別内訳(千円)

会場借料 消耗品費 人件費・謝金 その他
応募経費

招へい旅費

（金額単位：千円）

会場借料

事項 金額

消耗品費

事項 金額

招へい旅費

事項 金額

必要性・

その他

事項 金額

人件費・謝金

事項 金額

妥当性等

必要性・
妥当性等

必要性・
妥当性等

必要性・
妥当性等

必要性・
妥当性等
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国際シンポジウム・国際会議等の実績

国際シンポジウム・国際会議等名 開催場所 参加国数 人数

人

開催日

人

人

人

人

人

人

人

か国

か国

か国

か国

か国

か国

か国

か国
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様式Ｓ－５２ 計画調書（添付ファイル項目） 

研究成果公開促進費（共通） 
経理管理事務・監査体制 

本欄には、「学会、学協会」の経理管理事務体制、監査体制について次の点を記述すること。 

① 経理管理事務を行う事務組織（機構図、職名、員数、役割） 

② 担当事務責任者 

③ 経理関係規則等の名称（経理関係規則等については、科研費電子申請システムにアップロードして提出すること。） 

④ 監査体制 

⑤ 監査実績（平成３１(2019)年４月１日以降のもの（予定を含む）とし、内部監査、外部監査の別に記述すること。） 

（研究成果公開発表は「主催団体」、国際情報発信強化は「学術団体等」、データベースは「学術団体等」について記述する。） 

※経理管理事務体制、監査体制を合わせて１頁以内で記述すること。 
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